
編集後記

今回の夏は記録的な猛暑とともに、各地から豪雨災害の知らせを聞くことが多くなった。その一方、収束

した様に見えた新型コロナウイルス感染も一定の罹患数で推移し、この対策から完全に逃れられないでいる

状況が続いている。2020 年から始まったコロナ禍の経験を、今後生かして行かなければならないと考えるの 

は、読者の皆様も同意いただけることであろう。その様な中で、コロナ禍時代の経験を示していただいた論

文も今回掲載することができた。今後、この様な経験を次の世代に残していくことは、いつ来るとも知れな

い次のパンデミックにおける指標となるものと考える。

ところで第３号については総説がない号となってしまった。これはひとえに編集長の責任なわけで、読者

の皆様には申し訳ないと感じている。これまでも医長クラスの先生方が執筆された、各分野の最新の知見を

示していただける総説は、本誌の内容充実に大きく貢献していることは言うまでもない。第 3 号ではその代

わりに大変興味深い症例報告４編を掲載している。すべての論文が、皆様方のご参考になるものと信じている。

ベテランの先生方、若手の先生方、そしてすべての病院スタッフの皆様の積極的な投稿を引き続き期待して

いる。

（和泉透）
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